
令和 7 年 6月1日（日）に、小樽市において「第

１回北海道豊かな海づくり大会」が開催されました。

主催者として鈴木知事が出席し、式典、放流行事

および企画展示・販売が催されました。北海道庁に

よると延べ 1 万 ２ 千人が会場に訪れたとのことです。

「北海道豊かな海づくり大会」は、令和 5年 9

月に天皇・皇后両陛下をお迎えして、厚岸町にて

開催された「第42回全国豊かな海づくり大会北海

道大会」を契機に、大会の理念をふまえ、北海道

の豊かな海を守り育て、次世代に引き継ぐために、

地域版の豊かな海づくり大会として企画されまし

た。その記念すべき第 1回目の大会が今年（令和

7年）、小樽の地で開催されました。

道総研からは小髙理事長、星野本部長が来賓と

して参加し、放流行事では約3,000尾のニシン稚

魚が放流され、小髙理事長も自ら放流用バケツか

らニシン稚魚を放流しました。

水産研究本部と中央水産試験場は、企画展示に

参加しました。展示ブースでは、「栽培漁業につい

て」、「ニシン漁の歴史」（よいち水産博物館監修）、

「積極的にニシンを増やす人工種苗放流」、「資源を

持続的に上手に利用するための資源管理」につい

て紹介した ４枚のパネルを展示しました。また放

流したものと同じニシンの稚魚を水槽にて展示し

ました（写真 1）。企画展示として、ヒトデやナマ

コなどの海の生物と身近にふれあってもらうため

に ２個のタッチプールを設置しました（写真 2）。

展示パネルに見入る方や展示水槽内を元気に泳ぐ

ニシンに興味津々の子供たちの姿がみられました。

特に人気だったのはタッチプールです。タッチプ

ールの周りには、子供連れのご家族がほぼ途切れ

ることなく訪れていました。これらの展示を通し

て、北海道の豊かな海を守り育てる大切さや、か

つて北海道の経済を支えたニシンの今昔について、

一般の方々にご理解頂けたと思います。

各地の水試では、夏から秋にかけて試験場内や

試験調査船の一般公開を行っております。これら

を通じて水試の業務について、一般の方々へ積極

的に普及しておりますので、機会があれば是非ご

参加願います。

（三原行雄　水産研究本部企画調整部）

写真 1　元気に泳ぐニシン稚魚に興味津々（展示水槽） 写真 2　海の生き物とのふれあい（タッチプール）

第 １回北海道豊かな海づくり大会に参加しました
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